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(57)【要約】
【課題】辞書端末において、ユーザによって指定された
テキスト部分を受信し、当該テキスト部分のうち何れか
の単語を見出し語検索してその説明情報を表示する。
【解決手段】通信機器３０により表示されたテキストデ
ータ（Ｇｔ）のうち、ユーザｕによる指定テキスト部分
（ｈ）が辞書端末１０に受信されテキスト転送検索画面
Ｇｆのテキストエリアａｔに表示される。当該指定テキ
スト部分のうち、先頭単語が自動で指定表示ｈされるか
、あるいはユーザｕにより１または複数の単語を含む文
字列が指定表示ｈされる。前記自動で指定表示ｈされた
単語については、当該単語に対応する見出し語がユーザ
選択中の辞書から最長一致検索されてその説明情報が表
示される。ユーザｕにより指定表示ｈさせた１または複
数の単語を含む文字列については、当該指定の文字列（
単語）に対応する見出し語が前記選択中の辞書から完全
一致検索されてその説明情報が表示される。
【選択図】　　　図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　見出し語と当該見出し語の説明情報とを複数組み対応付けた辞書データを記憶している
辞書記憶手段と、
　外部の通信機器においてユーザ操作に応じて指定されたテキスト部分を受信するテキス
ト部分受信手段と、
　前記テキスト部分受信手段により受信されたテキスト部分を表示部に表示させるテキス
ト部分表示制御手段と、
　前記テキスト部分表示制御手段により表示されたテキスト部分のうち何れかの少なくと
も１つ以上の単語を指定する単語指定手段と、
　前記単語指定手段により指定された単語に対応する見出し語を前記辞書データから検索
し、当該検索された見出し語の説明情報を前記表示部に表示させる説明情報表示制御手段
と、
を備えたことを特徴とする辞書端末。
【請求項２】
　前記表示されたテキスト部分と前記検索された見出し語とを対応付けて登録するテキス
ト部分登録手段と、
　前記テキスト部分登録手段により登録された前記テキスト部分と前記検索された見出し
語とをユーザ操作に応じて前記表示部に表示させる登録テキスト部分表示制御手段と、
を備えたことを特徴とする請求項１に記載の辞書端末。
【請求項３】
　前記テキスト部分登録手段は、前記検索された見出し語にユーザ操作に応じて付加され
るチェックマークを付けて登録するチェック付き見出し語登録手段を有し、
　前記登録テキスト部分表示制御手段は、前記チェック付き見出し語登録手段によりチェ
ックマーク付きで登録された見出し語を表示対象にするか否かを設定する表示対象設定手
段を有し、前記テキスト部分登録手段により登録された前記テキスト部分と前記検索され
た見出し語とを前記表示対象設定手段による表示対象の設定に従って前記表示部に表示さ
せる、
ことを特徴とする請求項２に記載の辞書端末。
【請求項４】
　複数の例文を含む例文データを記憶している例文記憶手段と、
　前記単語指定手段により指定された複数の単語を含む例文を前記例文データから検索し
て前記表示部に表示させる例文表示制御手段と、
を備えたことを特徴とする請求項１ないし請求項３の何れか１項に記載の辞書端末。
【請求項５】
　前記単語指定手段は、前記テキスト部分表示制御手段により表示されたテキスト部分の
うち、先頭の単語を指定する第１単語指定手段を有し、
　前記説明情報表示制御手段は、前記第１単語指定手段により指定された単語に対応する
見出し語を前記辞書データから最長一致で検索する最長一致検索手段を有し、当該最長一
致検索手段により検索された見出し語の説明情報を前記表示部に表示させる、
ことを特徴とする請求項１ないし請求項４の何れか１項に記載の辞書端末。
【請求項６】
　前記単語指定手段は、前記テキスト部分表示制御手段により表示されたテキスト部分の
うち、ユーザ操作に応じて１または複数の単語を指定する第２単語指定手段を有し、
　前記説明情報表示制御手段は、前記第２単語指定手段により指定された単語に対応する
見出し語を前記辞書データから完全一致で検索する完全一致検索手段を有し、当該完全一
致検索手段により検索された見出し語の説明情報を前記表示部に表示させる、
ことを特徴とする請求項１ないし請求項５の何れか１項に記載の辞書端末。
【請求項７】
　コンピュータを、
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　見出し語と当該見出し語の説明情報とを複数組み対応付けた辞書データを取得する辞書
取得手段と、
　外部の通信機器においてユーザ操作に応じて指定されたテキスト部分を受信するテキス
ト部分受信手段と、
　前記テキスト部分受信手段により受信されたテキスト部分を表示部に表示させるテキス
ト部分表示制御手段と、
　前記テキスト部分表示制御手段により表示されたテキスト部分のうち何れかの少なくと
も１つ以上の単語を指定する単語指定手段と、
　前記単語指定手段により指定された単語に対応する見出し語を前記辞書データから検索
し、当該検索された見出し語の説明情報を前記表示部に表示させる説明情報表示制御手段
、
として機能させるためのコンピュータ読み込み可能なプログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、電子辞書などの辞書端末およびその制御プログラムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　一般に、単語などの言葉の意味や内容を調べる携帯型の電子機器として、電子辞書が利
用されている。前記電子辞書は、英和辞書や国語辞書などの各種辞書の辞書データベース
を有し、文字入力キーの操作により入力された単語に対応した前記辞書の見出し語を検索
し、当該検索された見出し語（単語）に対応付けられた意味などの説明情報を表示させる
ものである。
【０００３】
　一方、パーソナルコンピュータなどの情報通信機器の表示部に表示された英文のテキス
ト上で、ユーザ所望の単語を指定すると、当該指定の単語を赤外線通信により近くの電子
辞書へ送信する。そして、当該電子辞書において、前記指定の単語の説明情報を検索して
表示させることが考えられている（例えば、特許文献１参照。）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特許４４９６５８１号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　前記従来の電子辞書では、パーソナルコンピュータに表示されているテキストの中の単
語を検索する場合、１単語毎に指定して当該電子辞書へ送信し検索させる必要があり、前
記テキストに含まれる複数の単語を検索するには操作が面倒で煩雑になる問題がある。
【０００６】
　本発明は、このような課題に鑑みなされたもので、ユーザによって指定されたテキスト
部分を受信し、当該テキスト部分のうち何れかの単語を見出し語検索してその説明情報を
表示することが可能になる辞書端末およびその制御プログラムを提供することを目的とす
る。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明に係る辞書端末は、見出し語と当該見出し語の説明情報とを複数組み対応付けた
辞書データを記憶している辞書記憶手段と、外部の通信機器においてユーザ操作に応じて
指定されたテキスト部分を受信するテキスト部分受信手段と、前記テキスト部分受信手段
により受信されたテキスト部分を表示部に表示させるテキスト部分表示制御手段と、前記
テキスト部分表示制御手段により表示されたテキスト部分のうち何れかの少なくとも１つ
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以上の単語を指定する単語指定手段と、前記単語指定手段により指定された単語に対応す
る見出し語を前記辞書データから検索し、当該検索された見出し語の説明情報を前記表示
部に表示させる説明情報表示制御手段と、を備えたことを特徴としている。
【発明の効果】
【０００８】
　本発明によれば、ユーザによって指定されたテキスト部分を受信し、当該テキスト部分
のうち何れかの単語を見出し語検索してその説明情報を表示することが可能になる。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】本発明の実施形態に係る通信辞書システムの外観構成を示す図。
【図２】前記通信辞書システムにおける辞書端末１０の電子回路の構成を示すブロック図
。
【図３】前記通信辞書システムにおける通信機器３０の電子回路の構成を示すブロック図
。
【図４】前記通信機器３０による辞書端末連携処理を示すフローチャート。
【図５】前記辞書端末１０による情報表示制御処理を示すフローチャート。
【図６】前記辞書端末１０の情報表示制御処理に伴う通信機器との連携処理（その１）を
示すフローチャート。
【図７】前記辞書端末１０の情報表示制御処理に伴う通信機器との連携処理（その２）を
示すフローチャート。
【図８】前記辞書端末１０の情報表示制御処理に伴う通信機器との連携処理（その３）を
示すフローチャート。
【図９】前記通信機器３０と辞書端末１０との連携処理に従った表示動作（その１）を示
す図。
【図１０】前記通信機器３０と辞書端末１０との連携処理に従った表示動作（その２）を
示す図。
【図１１】前記通信機器３０と辞書端末１０との連携処理に従った表示動作（その３）を
示す図。
【図１２】前記辞書端末１０における前記通信機器３０からの指定テキスト部分を受信し
た後の連携処理に従った表示動作（その１）を示す図。
【図１３】前記辞書端末１０における前記通信機器３０からの指定テキスト部分を受信し
た後の連携処理に従った表示動作（その２）を示す図。
【図１４】前記辞書端末１０における前記通信機器３０からの指定テキスト部分を受信し
た後の連携処理に従った表示動作（その３）を示す図。
【図１５】前記辞書端末１０における前記通信機器３０からの指定テキスト部分を受信し
た後の連携処理に従った表示動作（その４）を示す図。
【図１６】前記辞書端末１０における前記通信機器３０からの指定テキスト部分を受信し
た後の連携処理に従った表示動作（その５）を示す図。
【図１７】前記辞書端末１０における前記通信機器３０からの指定テキスト部分を受信し
た後の連携処理に従った表示動作（その６）を示す図。
【図１８】前記辞書端末１０において前記通信機器３０からの指定テキスト部分をテキス
トフォルダに登録する場合の表示動作を示す図。
【図１９】前記辞書端末１０において前記テキストフォルダに登録した指定テキスト部分
を見る場合の表示動作を示す図。
【図２０】前記通信機器３０と辞書端末１０との連携処理に従った日本語テキストを対象
とした場合の表示動作を示す図。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　以下図面により本発明の実施の形態について説明する。
【００１１】
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　図１は、本発明の実施形態に係る通信辞書システムの外観構成を示す図である。
【００１２】
　前記通信辞書システムは、辞書端末１０と、スマートフォンやタブレット端末などの通
信機器３０とを組み合わせて構成される。前記辞書端末１０と通信機器３０の何れもBlue
tooth（登録商標）などの近距離無線通信機能を備える。
【００１３】
　前記辞書端末１０は、本体ケース１１と蓋体ケース１２とをヒンジ１３を介して開閉可
能にした本体構造を有する。前記本体ケース１１の表面には、ＯＮ（電源）キー、メニュ
ーキー、文字入力キー、辞書選択キー、訳／決定キーなどを備えたキー入力部１４が設け
られる。前記蓋体ケース１２には、その略全面に、バックライト付きのカラー液晶表示画
面を有するタッチパネル付き表示部１５が設けられる。
【００１４】
　前記通信機器３０には、その一面側の略全面に、バックライト付きのカラー液晶表示画
面を有するタッチパネル付き表示部３１が設けられる。前記通信機器３０には、前記辞書
端末１０との間で前記近距離無線通信機能により通信を確立して連携した処理を行なうた
めの辞書端末連携処理アプリケーション３３ｂ（図３参照）が、例えばインターネット上
に開設された前記辞書端末１０に関係する専用サイトからダウンロードされてインストー
ルされる。
【００１５】
　そして、前記通信機器３０は、ニュースや書籍などのユーザ所望のテキストデータを取
得してテキスト画面Ｇｔとして表示する機能、当該テキスト画面Ｇｔに表示されたテキス
トのうちユーザｕが任意に指定した指定テキスト部分を反転等により指定表示ｈさせる機
能、当該指定表示ｈされた指定テキスト部分のテキストデータをユーザｕによる［転送］
キーＦの操作に応じて前記近距離無線通信Ｂｔにより前記辞書端末１０へ送信する機能な
どを有する。
【００１６】
　前記辞書端末１０は、前記通信機器３０から送信された指定テキスト部分のテキストデ
ータを受信する機能、当該受信した指定テキスト部分をテキスト転送検索画面Ｇｆのテキ
ストエリアａｔに表示させる機能、当該テキストエリアａｔに表示された指定テキスト部
分のうちの先頭の単語を自動的に指定表示ｈさせたりユーザ任意の単語（文字列）を指定
表示ｈさせたりする機能、辞書選択タグｄｔｎにより選択された辞書と検索方法選択タグ
ｓｔｎにより選択された検索方法とに従って前記指定表示ｈされた単語に対応した見出し
語／成句／例文／履歴を検索する機能、当該検索結果の見出し語／成句／例文／履歴を検
索結果エリアａｋに一覧表示させる機能、当該検索結果エリアａｋに一覧表示された検索
結果の文字列のうち先頭の文字列を反転等により自動的に選択表示ｈｓさせたりユーザ任
意の文字列を選択表示ｈｓさせたりする機能、当該選択表示ｈｓされた検索結果の文字列
に対応する説明情報をプレビューエリアａｅにプレビュー表示させる機能、当該プレビュ
ー表示された説明情報を説明情報表示エリアＡＥ（図１３（Ｃ）参照）に通常表示させる
機能などを有する。
【００１７】
　図２は、前記通信辞書システムにおける辞書端末１０の電子回路の構成を示すブロック
図である。
【００１８】
　前記辞書端末１０の電子回路は、コンピュータであるＣＰＵ１６を備える。前記ＣＰＵ
１６は、フラッシュＲＯＭなどの記憶部１７に予め記憶された情報表示制御プログラム１
７ａ、あるいはメモリカードなどの外部記録媒体１８から記録媒体読取部１９により読み
取られて前記記憶部１７に記憶された情報表示制御プログラム１７ａ、あるいは外部の通
信機器３０から近距離無線通信部２０を介してダウンロードされ前記記憶部１７に記憶さ
れた情報表示制御プログラム１７ａに従って回路各部の動作を制御する。
【００１９】
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　前記ＣＰＵ１６には、前記キー入力部１４、タッチパネル付き表示部１５、記憶部１７
、記録媒体読取部１９が接続される他に、前記通信機器３０との通信を行なう近距離無線
通信部（Bluetooth）２０も接続される。
【００２０】
　前記記憶部１７には、前記情報表示制御プログラム１７ａ、辞書データベース１７ｂが
記憶され、また、テキスト部分データエリア１７ｃ、履歴データエリア１７ｄ、テキスト
帳データエリア１７ｅなどが確保される。
【００２１】
　前記情報表示制御プログラム１７ａとしては、本辞書端末１０の全体の動作を司るシス
テムプログラム、前記辞書データベース１７ｂに記憶された各種の辞書データや前記履歴
データエリア１７ｄに記憶された検索履歴データに基づいて、見出し語検索、成句検索、
例文検索、履歴検索などを行なうための辞書検索プログラム、前記通信機器３０と連携し
て前記見出し語検索、成句検索、例文検索、履歴検索などを行なうための通信機器連携処
理プログラムなどが記憶される。
【００２２】
　前記辞書データベース１７ｂには、各種の英和辞書、英英辞書、成句辞書、例文ＤＢ（
データベース）、国語辞書などの辞書データが記憶されている。これらの辞書データには
、何れも、見出し語となる単語や文章に対応付けてその意味や訳文などの説明情報が集録
されている。
【００２３】
　前記テキスト部分データエリア１７ｃには、前記通信機器連携処理プログラムに従い前
記通信機器３０から受信された前記指定テキスト部分のテキストデータが記憶される。
【００２４】
　前記履歴データエリア１７ｄには、前記見出し語検索、成句検索、例文検索に応じてそ
の検索結果の説明情報を表示させた際に、当該検索結果の見出し語、成句、例文が、その
検索対象となった辞書に対応付けられて記憶される。
【００２５】
　前記テキスト帳データエリア１７ｅは、ユーザｕによって選択される複数のテキストフ
ォルダを有し、前記通信機器３０から受信された前記指定テキスト部分のテキストデータ
が前記選択されたテキストフォルダに記憶される。この際、前記テキストフォルダに記憶
される前記指定テキスト部分のテキストデータには、当該テキストデータに基づいて見出
し語検索、成句検索、例文検索を行なった履歴データも付加されて記憶される。さらに、
前記履歴データとして記憶される見出し語、成句、例文には、それぞれ個々に該当の見出
し語、成句、例文についてユーザｕが覚えた否かなどの重要度や理解度をユーザ自らがチ
ェックして確認するためのチェックデータが付加されて記憶される。
【００２６】
　このように構成された辞書端末１０は、前記ＣＰＵ１６が前記情報表示制御プログラム
１７ａに記述された命令に従い回路各部の動作を制御し、ソフトウエアとハードウエアと
が協働して動作することにより、以下の動作説明で述べるような、通信機器３０との連携
機能と辞書検索機能を含む情報表示制御機能とを実現する。
【００２７】
　図３は、前記通信辞書システムにおける通信機器３０の電子回路の構成を示すブロック
図である。
【００２８】
　前記通信機器３０の電子回路は、コンピュータであるＣＰＵ３２を備える。前記ＣＰＵ
３２は、フラッシュＲＯＭなどの記憶部３３に予め記憶された通信機器制御プログラム３
３ａ、あるいはメモリカードなどの外部記録媒体３５から記録媒体読取部３６により読み
取られて前記記憶部３３に記憶された通信機器制御プログラム３３ａや辞書端末連携処理
アプリケーション３３ｂ、あるいは通信ネットワークＮ上のＷｅｂサーバ（この場合はプ
ログラムサーバ４０）から無線通信部（wi-fi通信／移動体通信）３４を介してダウンロ
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ードされ前記記憶部３３に記憶された情報表示制御プログラム３３ａや辞書端末連携処理
アプリケーション３３ｂに従って回路各部の動作を制御する。
【００２９】
　前記ＣＰＵ３２には、前記記憶部３３、無線通信部３４、記録媒体読取部３６が接続さ
れる他に、前記辞書端末１０との通信を行なう近距離無線通信部（Bluetooth）３７も接
続される。
【００３０】
　前記記憶部３３には、前記通信機器制御プログラム３３ａ、前記辞書端末連携処理アプ
リケーション３３ｂなどのプログラムエリア以外に、各種の作業データを記憶するための
作業データエリアが確保される。
【００３１】
　前記通信機器制御プログラム３３ａとしては、本通信機器３３の全体の動作を司るシス
テムプログラム、通信ネットワークＮ上のＷｅｂサーバ（情報サーバほか）４０…と通信
接続しユーザ操作に応じて相互にデータ通信するためのＷｅｂブラウザプログラムなどが
記憶される。
【００３２】
　このように構成された通信機器３０は、前記ＣＰＵ３２が前記通信機器制御プログラム
３３ａや辞書端末連携処理アプリケーション３３ｂに記述された命令に従い回路各部の動
作を制御し、ソフトウエアとハードウエアとが協働して動作することにより、以下の動作
説明で述べるような、Ｗｅｂブラウザ機能や辞書端末連携機能を実現する。
【００３３】
　次に、前記構成の通信辞書システムの動作について説明する。
【００３４】
　図４は、前記通信機器３０による辞書端末連携処理を示すフローチャートである。
【００３５】
　図５は、前記辞書端末１０による情報表示制御処理を示すフローチャートである。
【００３６】
　図６は、前記辞書端末１０の情報表示制御処理に伴う通信機器との連携処理（その１）
を示すフローチャートである。
【００３７】
　図７は、前記辞書端末１０の情報表示制御処理に伴う通信機器との連携処理（その２）
を示すフローチャートである。
【００３８】
　図８は、前記辞書端末１０の情報表示制御処理に伴う通信機器との連携処理（その３）
を示すフローチャートである。
【００３９】
　はじめに、前記通信機器３０と辞書端末１０との間での無線通信機能の立上げについて
説明する。
【００４０】
　前記辞書端末１０は、見かけ上の動作が停止している表示ＯＦＦの状態で、ＯＮキーの
検知処理と前記通信端末３０からの起動連携信号の受信の検知処理とを低消費電力で連続
的に行なう処理状態に設定されている（ステップＳ１）。
【００４１】
　前記通信機器３０において、ユーザ操作により近距離無線通信機能の立上げが指示され
、通信相手として前記辞書端末１０が選択されると、近距離無線通信部３７から当該辞書
端末１０に対する動作中確認信号が送信される（ステップＴ１）。
【００４２】
　そして、前記辞書端末１０から連携動作中である旨の信号が受信されるか否かが判断さ
れる（ステップＴ２）。
【００４３】
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　ここで、前記辞書端末１０から連携動作中である旨の信号が受信されない場合は（ステ
ップＴ２（Ｎｏ））、前記近距離無線通信部３７から辞書端末１０に対して、起動連携信
号（起動信号と連携動作設定信号）が送信された後（ステップＴ３）、繰り返し前記動作
中確認信号が送信される（ステップＴ１）。
【００４４】
　前記辞書端末１０において、前記通信機器３０から送信された起動連携信号が受信され
ると（ステップＳ２（Ｙｅｓ））、当該通信機器３０との連携処理モードに移行する（ス
テップＳ１２，ＳＡ）。
【００４５】
　前記連携処理モードに移行され、前記通信機器３０からの起動連携信号が受信されたと
判断されると（ステップＡ１（Ｙｅｓ））、近距離無線通信部２０から当該通信機器３０
に対して連携動作中である旨の信号が送信され、同通信機器３０との間での近距離無線通
信機能が立ち上がる（ステップＡ２）。
【００４６】
　そして、前記通信機器３０からユーザ操作に応じて指定表示ｈされた指定テキスト部分
（図１参照）が受信されるか否かが判断される（ステップＡ３）。
【００４７】
　ここで、前記通信機器３０から指定テキスト部分が受信されないままオートパワーオフ
設定時間が経過したと判断された場合は（ステップＡ４（Ｙｅｓ））、当該通信機器３０
との間での近距離無線通信機能が解消され、前記表示ＯＦＦ状態に戻る（ステップＳ１）
。
【００４８】
　前記通信機器３０において、前記辞書端末１０から連携動作中である旨の信号が受信さ
れると（ステップＴ２（Ｙｅｓ））、当該辞書端末１０との間での近距離無線通信機能が
立ち上がり、前記指定テキスト部分（図１参照）の前記辞書端末１０への送信指示がある
か否かが判断される（ステップＴ４）。
【００４９】
　ここで、前記指定テキスト部分の送信指示がないまま一定時間（例えば３分）が経過し
たと判断された場合は（ステップＴ６（Ｙｅｓ））、前記辞書端末１０との間での近距離
無線通信機能が解消され、ユーザ操作による近距離無線通信機能の立上げ指示の待機状態
に戻る（ステップＴ１）。
【００５０】
　一方、辞書端末１０において、前記通信機器３０との間での近距離無線通信機能が立ち
上げられていない状態で、前記キー入力部１４のＯＮキーの入力が検知されると（ステッ
プＳ３（Ｙｅｓ））、前記タッチパネル付き表示部１５の表示がＯＮになり、ユーザ操作
に応じた動作状態に移行される（ステップＳ４）。
【００５１】
　前記辞書選択キーの操作により辞書が選択されると（ステップＳ５）、当該選択された
辞書に基づいた辞書検索処理が実行される（ステップＳ６）。例えば、前記タッチパネル
付き表示部１５においてユーザにより入力されるかユーザにより指定された文字列に対応
する見出し語が前記選択された辞書から検索され、当該検索された見出し語の説明情報が
表示される。
【００５２】
　前記辞書検索処理の実行中において、前記通信機器３０からの起動連携信号が受信され
た場合は（ステップＳ７（Ｙｅｓ））、前記同様に、当該通信機器３０との連携処理モー
ドに移行する（ステップＳ１２，ＳＡ）。
【００５３】
　また、前記キー入力部１４のメニューキーの操作に応じて表示される各種学習機能のメ
ニューや書籍のメニューからユーザ任意の学習機能が選択されるか、または書籍が選択さ
れると（ステップＳ８）、選択された学習機能の処理が実行されるか、または選択された
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書籍の内容の情報が前記タッチパネル付き表示部１５に表示される（ステップＳ９）。
【００５４】
　ここでも前記同様に、前記通信機器３０からの起動連携信号が受信された場合は（ステ
ップＳ１０（Ｙｅｓ））、当該通信機器３０との連携処理モードに移行する（ステップＳ
１２，ＳＡ）。
【００５５】
　また、前記メニューキーの操作に従い表示される通信機能の立上げメニューから前記通
信機器３０との連携処理キーが入力された場合も（ステップＳ１１（Ｙｅｓ））、当該通
信機器３０との連携処理モードに移行する（ステップＳ１２，ＳＡ）。
【００５６】
　また、その他のキーが入力された場合には（ステップＳ２０（Ｙｅｓ））、当該入力さ
れたキーの内容に応じた他の処理が実行される。
【００５７】
　なお、前記テキストフォルダに関する処理（ステップＳ１３～Ｓ１９）については後述
する。
【００５８】
　そして、前記ステップＳ５～Ｓ２０に関するキー入力処理が何も実行されていない状態
で、前記ステップＡ４と同様に、オートパワーオフ設定時間が経過したと判断された場合
は（ステップＳ２１（Ｙｅｓ））、前記同様に表示ＯＦＦ状態に戻る（ステップＳ１）。
【００５９】
　次に、前記通信機器３０に表示された各種のテキストデータの中からユーザ任意のテキ
スト部分を指定し、当該指定テキスト部分のテキストデータを前記辞書端末１０へ転送し
、当該辞書端末１０において、前記転送された指定テキスト部分に基づき各種の辞書検索
処理を実行する動作について説明する。
【００６０】
　図９は、前記通信機器３０と辞書端末１０との連携処理に従った表示動作（その１）を
示す図である。
【００６１】
　前記通信機器３０において、通信ネットワークＮ上の情報サーバ４０にアクセスし、図
９（Ａ）に示すように、ニュースや書籍等のユーザ任意のテキストデータ“Inventors ex
perimented … as typists.”をダウンロードしてタッチパネル付き表示部３１のテキス
ト画面Ｇｔに表示させる。
【００６２】
　そして、前記テキスト画面Ｇｔに表示されたテキストデータのうち、ユーザｕが調べた
い単語“Inventors”（１単語）をタッチして指定表示ｈさせ、図９（Ｂ）に示すように
、［転送］キーＦをタッチする。
【００６３】
　すると、前記指定表示ｈされた指定テキスト部分“Inventors”の前記辞書端末１０へ
の送信が指示されたと判断され（ステップＴ４（Ｙｅｓ））、当該指定テキスト部分“In
ventors”が前記近距離無線通信機能の立上げられた辞書端末１０へ送信される（ステッ
プＴ５）。
【００６４】
　なおここで、前記辞書端末１０との近距離無線通信機能が立ち上げられていない場合に
は、前記同様に当該通信機器３０と前記辞書端末１０との連携処理が実行されて相互の通
信機能が立ち上げられ（ステップＴ１～Ｔ３／ＳＡ（Ａ１，Ａ２））、前記指定テキスト
部分“Inventors”が当該辞書端末１０へ送信される（ステップＴ５）。
【００６５】
　前記辞書端末１０において、前記通信機器３０から送信された指定テキスト部分“Inve
ntors”が受信されると（ステップＡ３（Ｙｅｓ））、当該指定テキスト部分の先頭が英
語か日本語の何れであるかが判断される（ステップＡ５，Ａ７）。



(10) JP 2017-10409 A 2017.1.12

10

20

30

40

50

【００６６】
　前記指定テキスト部分“Inventors”の先頭が英語と判断されると（ステップＡ５（Ｙ
ｅｓ））、前記辞書データベース１７ｂに記憶されている英語系の複数の辞書（ここでは
、「リーダース英和辞書」「英和大辞書」「大英和辞書」「ＯＡ英英辞書」…）が検索対
象辞書に設定される（ステップＡ６）。
【００６７】
　すると、図９（Ｃ）に示すように、前記受信された指定テキスト部分“Inventors”を
表示させたテキストエリアａｔを上段に、当該テキストエリアａｔで指定表示ｈされた文
字列の辞書検索結果を一覧表示するための検索結果エリアａｋを下段左側に、当該検索結
果エリアａｋで選択表示ｈｓされた検索結果に対応した説明情報をプレビュー表示するた
めのプレビューエリアａｅを下段右側に組み合わせたテキスト転送検索画面Ｇｆが表示さ
れる。
【００６８】
　そして、前記テキスト転送検索画面Ｇｆにおいて、その検索結果エリアａｋの上端に沿
った中段の横方向に、前記検索対象に設定された複数の辞書の辞書タグ［リーダース］ｄ
ｔ１，［英和大］ｄｔ２，［大英和］ｄｔ３，［ＯＡ英英］ｄｔ４，…が表示され、その
うち左端の辞書タグ［リーダース］ｄｔ１がデフォルトで選択され色付け等により選択表
示される（ステップＡ９）。
【００６９】
　また、前記テキスト転送検索画面Ｇｆにおいて、その検索結果エリアａｋの左側に沿っ
た縦方向に、見出し語（単語）検索／成句検索／例文検索／履歴検索からなる各検索方法
タグ［単語］ｓｔ１，［成句］ｓｔ２，［例文］ｓｔ３，［履歴］ｓｔ４が表示され、そ
のうち上端の検索方法タグ［単語］ｓｔ１がデフォルトで選択され色付け等により選択表
示される（ステップＡ１０）。
【００７０】
　前記選択表示された検索方法タグ［単語］ｓｔ１に応じて、単語の見出し語検索が選択
されたと判断されると（ステップＡ１１（Ｙｅｓ））、前記選択表示された辞書タグ［リ
ーダース］ｄｔ１に応じた「リーダース英和辞書」を検索対象辞書として、前記指定テキ
スト部分“Inventors”の先頭からの最長一致検索が行われ、当該最長一致順に検索され
た見出し語（ここでは“Inventor”）が前記検索結果エリアａｋに一覧表示される。
【００７１】
　そして、前記検索結果エリアａｋに一覧表示された先頭の見出し語“Inventor”が選択
表示ｈｓされ、当該見出し語“Inventor”に対応した説明情報が前記プレビューエリアａ
ｅにプレビュー表示される（ステップＡ１２）。
【００７２】
　なお、前記テキストエリアａｔに表示された指定テキスト部分のうち、ユーザｕによっ
て何れかの文字列が指定表示ｈされている場合には、当該指定表示ｈされた文字列に対応
する見出し語が前記検索対象辞書から検索される。
【００７３】
　すると、前記テキストエリアａｔに表示された指定テキスト部分において、当該テキス
トが英語である場合には先頭の単語が、日本語である場合には先頭の文字が、何れも自動
で指定表示ｈされる（ステップＡ１３）。
【００７４】
　なお、前記最長一致検索により検索される見出し語には、複数の単語（英語）／文字（
日本語）から構成される複合語も含まれる（英語の場合、例えば“United States”）。
【００７５】
　図１０は、前記通信機器３０と辞書端末１０との連携処理に従った表示動作（その２）
を示す図である。
【００７６】
　前記図９（Ａ）と同様に、前記通信機器３０のテキスト画面Ｇｔに表示されたテキスト
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データ“Inventors experimented … as typists.”のうち、図１０（Ａ）に示すように
、ユーザｕが調べたい複数の単語を含む範囲“Inventors experimented … in the early
 typewriters.”をタッチして指定表示ｈさせ、図１０（Ｂ）に示すように、［転送］キ
ーＦをタッチする。
【００７７】
　すると、前記同様に、今回指定表示ｈされた指定テキスト部分“Inventors experiment
ed … in the early typewriters.”が前記近距離無線通信機能の立上げられた辞書端末
１０へ送信される（ステップＴ４，Ｔ５）。
【００７８】
　前記辞書端末１０では、前記同様の処理に従い、図１０（Ｃ）に示すように、前記指定
テキスト部分“Inventors experimented … in the early typewriters.”が前記テキス
ト転送検索画面Ｇｆのテキストエリアａｔに表示される（ステップＡ３，Ａ５～Ａ１０）
。
【００７９】
　そして、前記指定テキスト部分“Inventors experimented … in the early typewrite
rs.”の先頭からの最長一致検索が行われ、当該検索された見出し語“Inventor”が前記
検索結果エリアａｋに一覧表示され、同見出し語“Inventor”に対応した説明情報が前記
プレビューエリアａｅにプレビュー表示される（ステップＡ１１，Ａ１２）。
【００８０】
　そして、前記テキストエリアａｔに表示された指定テキスト部分において、その先頭の
単語“Inventors”が自動で指定表示ｈされる（ステップＡ１３）。
【００８１】
　すなわち、前記通信機器３０のテキスト画面Ｇｔに表示されたテキストデータ“Invent
ors experimented … as typists.”のうち、１単語“Inventors”を指定テキスト部分と
して前記辞書端末１０へ転送した場合は勿論、同テキストデータのうち複数の単語を含む
範囲“Inventors experimented … in the early typewriters.”を指定テキスト部分と
して前記辞書端末１０へ転送した場合でも、その先頭から最長一致検索された見出し語“
Inventor”を前記検索結果エリアａｋに表示させ、その説明情報を前記プレビューエリア
ａｅにプレビュー表示させることができる。
【００８２】
　図１１は、前記通信機器３０と辞書端末１０との連携処理に従った表示動作（その３）
を示す図である。
【００８３】
　次に、前記図１０（Ａ）と同様に、前記通信機器３０のテキスト画面Ｇｔに表示された
テキストデータ“Inventors experimented … as typists.”のうち、図１１（Ａ）に示
すように、ユーザｕが調べたい複数の単語を含む範囲“United States, … as typists.
”をタッチして指定表示ｈさせ、図１１（Ｂ）に示すように、［転送］キーＦをタッチす
る。
【００８４】
　この場合も、前記辞書端末１０では、前記同様の処理に従い、図１１（Ｃ）に示すよう
に、前記通信機器３０から受信された指定テキスト部分“United States, … as typists
.”が前記テキスト転送検索画面Ｇｆのテキストエリアａｔに表示される（ステップＡ３
，Ａ５，Ａ６，Ａ９，Ａ１０）。
【００８５】
　そして、前記指定テキスト部分“United States, … as typists.”の先頭からの最長
一致検索が行われ、当該検索された見出し語“United States”が前記検索結果エリアａ
ｋに一覧表示され、同見出し語“United States”に対応した説明情報が前記プレビュー
エリアａｅにプレビュー表示される（ステップＡ１１，Ａ１２）。
【００８６】
　そして、前記テキストエリアａｔに表示された指定テキスト部分において、その先頭の
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単語“United”が自動で指定表示ｈされる（ステップＡ１３）。
【００８７】
　なおここで、図１１（Ｄ）に示すように、前記テキストエリアａｔに表示された指定テ
キスト部分“United States, … as typists.”において、ユーザｕにより１または複数
の単語を含む文字列“United States”が指定されて指定表示ｈされた場合は（ステップ
Ａ１４（Ｙｅｓ））、当該指定表示ｈされた文字列に完全一致する見出し語“United Sta
tes”が検索され、当該検索された見出し語“United States”が前記検索結果エリアａｋ
に一覧表示され、同見出し語“United States”に対応した説明情報が前記プレビューエ
リアａｅにプレビュー表示される（ステップＡ１６）。
【００８８】
　すなわち、前記図１１（Ｂ）で示したように、ユーザｕによる指定テキスト部分“Unit
ed States, … as typists.”を前記辞書端末１０に転送して前記テキスト転送検索画面
Ｇｆのテキストエリアａｔに表示させた直後には、当該指定テキスト部分の先頭からの最
長一致検索で見出し語“United States”が検索され、その先頭の単語“United”が自動
で指定表示ｈされる。この後、図１１（Ｄ）に示すように、前記テキストエリアａｔに表
示させた指定テキスト部分“United States, … as typists.”の１または複数の単語を
含む文字列“United States”を指定表示ｈさせた場合には、当該指定表示ｈさせた文字
列に完全一致する見出し語“United States”が検索されるようになる。
【００８９】
　図１２は、前記辞書端末１０における前記通信機器３０からの指定テキスト部分を受信
した後の連携処理に従った表示動作（その１）を示す図である。
【００９０】
　前記図１０で示したように、前記通信機器３０においてユーザｕが指定して前記辞書端
末１０に転送した指定テキスト部分“Inventors experimented … in the early typewri
ters.”が、図１２（Ａ）に示すように、当該辞書端末１０のテキスト転送検索画面Ｇｆ
のテキストエリアａｔに表示された状態で（ステップＡ３，Ａ５，Ａ６，Ａ９～Ａ１３）
、ユーザｕにより検索方法タグ［例文］ｓｔ３がタッチされ例文検索が選択される（ステ
ップＡ２０（Ｙｅｓ）→Ａ２４（Ｙｅｓ））。
【００９１】
　すると、前記辞書タグ［リーダース］ｄｔ１により選択されている辞書「リーダース英
和辞書」や例文データベースから、前記指定テキスト部分の先頭の単語“Inventors”に
対応した例文“the inventor of the vacuum cleaner.”が検索され、検索結果エリアａ
ｋに一覧表示される。そして、前記一覧表示された例文のうち先頭の例文が選択表示ｈｓ
され、当該選択された例文の説明情報がプレビューエリアａｅにプレビュー表示される（
ステップＡ２５）。
【００９２】
　続いて、図１２（Ｂ）に示すように、ユーザｕにより辞書タグ［ＯＡ英英］ｄｔ４がタ
ッチされ「ＯＡ英英辞書」が選択される（ステップＡ２７（Ｙｅｓ））。
【００９３】
　すると、前記選択された辞書「ＯＡ英英辞書」や例文データベースから、前記指定テキ
スト部分の先頭の単語“Inventors”に対応した例文“Inventors are not mad scientist
s.”が検索され、前記同様に検索結果エリアａｋに一覧表示される。そして、前記一覧表
示された例文のうち先頭の例文が選択表示ｈｓされ、当該選択された例文の説明情報がプ
レビューエリアａｅにプレビュー表示される（ステップＡ２８）。
【００９４】
　また、図１２（Ｃ）に示すように、前記テキストエリアａｔに表示されている指定テキ
スト部分“Inventors experimented … in the early typewriters.”うち、ユーザｕに
より１または複数の単語（ここでは“basic”）が指定されて指定表示ｈされる（ステッ
プＡ２６（Ｙｅｓ））。
【００９５】
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　すると、前記同様に選択されている辞書「ＯＡ英英辞書」や例文データベースから、前
記指定表示ｈされた単語“basic”に対応した例文“basic information/facts/ideas.”
…が検索され、前記検索結果エリアａｋに一覧表示される。そして、前記一覧表示された
例文のうち先頭の例文が選択表示ｈｓされ、当該選択された例文の説明情報がプレビュー
エリアａｅにプレビュー表示される（ステップＡ２８）。この際、前記テキストエリアａ
ｔに表示されている指定テキスト部分において、複数の単語が順番に指定ｕ１，ｕ２，ｕ
３されて指定表示ｈ１，ｈ２，ｈ３された場合（図１５参照）は、当該指定順に単語が出
現する例文が検索されて表示される。
【００９６】
　図１３は、前記辞書端末１０における前記通信機器３０からの指定テキスト部分を受信
した後の連携処理に従った表示動作（その２）を示す図である。
【００９７】
　前記指定の単語“basic”に対応した「ＯＡ英英辞書」からの例文検索の後、続いて、
図１３（Ａ）に示すように、ユーザｕにより検索方法タグ［成句］ｓｔ２がタッチされ成
句検索が選択される（ステップＡ３２（Ｙｅｓ）→成句検索）。
【００９８】
　すると、前記見出し語検索処理（ステップＡ１１～）や例文検索処理（ステップＡ２４
～）と同様に成句検索が実行され、前記辞書タグ［ＯＡ英英］ｄｔ４により選択されてい
る辞書「ＯＡ英英辞書」や成句辞書から、前記指定表示ｈされている単語“basic”に対
応した成句“go/get back to basics”が検索され、前記検索結果エリアａｋに一覧表示
される。そして、前記一覧表示された成句のうち先頭の成句が選択表示ｈｓされ、当該選
択された成句の説明情報がプレビューエリアａｅにプレビュー表示される。
【００９９】
　ここで、図１３（Ｂ）に示すように、検索方法タグ［単語］ｓｔ１が選択されると、前
記同様の見出し語検索処理に従い、前記辞書タグ［ＯＡ英英］ｄｔ４により選択されてい
る辞書「ＯＡ英英辞書」から、前記指定表示ｈされている単語“basic”に対応する見出
し語が最長一致検索され、“basic”“BASIC”“basically”…として前記検索結果エリ
アａｋに一覧表示される。そして、前記一覧表示された見出し語のうち先頭の単語“basi
c”が選択表示ｈｓされ、当該選択された単語の前記「ＯＡ英英辞書」による説明情報が
プレビューエリアａｅにプレビュー表示される（ステップＡ１４，Ａ１６）。
【０１００】
　ここで更に、前記検索結果エリアａｋにおいて、ユーザｕにより見出し語“basically
”が選択されて選択表示ｈｓされ、図１３（Ｃ）に示すように、辞書タグ［リーダース］
ｄｔ１が選択されると、前記同様に、当該選択された辞書「リーダース英和辞書」から、
前記選択表示ｈｓされた見出し語“basically”に対応する説明情報がプレビューエリア
ａｅにプレビュー表示される（ステップＡ１４，Ａ１５，Ａ１６）。
【０１０１】
　そして、訳／決定キーが操作されると、前記選択表示ｈｓされた見出し語“basically
”に対応する説明情報の全体が、説明情報表示エリアＡＥに表示される（ステップＡ１７
，Ａ１８）。
【０１０２】
　そして、前記辞書「リーダース英和辞書」から見出し語“basically”を検索した履歴
データが前記履歴データエリア１７ｄに登録される（ステップＡ１９）。
【０１０３】
　続いて、図１３（Ｄ）に示すように、前記「リーダース英和辞書」（ｄｔ１）からの見
出し語検索（ｓｔ１）が選択されている状態で、前記テキストエリアａｔに表示されてい
る指定テキスト部分のうち、ユーザｕにより文字列（単語）“typewriters”が指定され
て指定表示ｈされると、前記同様に当該指定の単語“typewriters”に対応した見出し語
検索が実行され、前記「リーダース英和辞書」から検索された見出し語“typewriter”が
検索結果エリアａｋに表示される。そして、当該見出し語“typewriter”の説明情報がプ
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レビューエリアａｅにプレビュー表示される（ステップＡ１４，Ａ１６）。
【０１０４】
　図１４は、前記辞書端末１０における前記通信機器３０からの指定テキスト部分を受信
した後の連携処理に従った表示動作（その３）を示す図である。
【０１０５】
　前記図１０（Ｃ）で示したように、前記通信機器３０から受信された指定テキスト部分
“Inventors experimented … in the early typewriters.”が前記テキスト転送検索画
面Ｇｆのテキストエリアａｔに表示され、図１４（Ａ）に示すように、その先頭の単語“
Inventors”が指定表示ｈされ見出し語検索されている状態で（ステップＡ１１～Ａ１３
）、ユーザｕにより前記指定表示ｈされている単語“Inventors”の末尾から矢印ｘで示
すように当該指定表示ｈの範囲が変更される（ステップＡ１４（Ｙｅｓ））。
【０１０６】
　すると、図１４（Ｂ）に示すように、前記指定表示の範囲変更後に指定表示ｈされた文
字列“Invent”に対応した見出し語検索が実行され、検索された見出し語“Invent”に対
応して前記検索結果エリアａｋの見出し語およびプレビューエリアａｅの説明情報が更新
されて表示される（ステップＡ１６）。
【０１０７】
　図１５は、前記辞書端末１０における前記通信機器３０からの指定テキスト部分を受信
した後の連携処理に従った表示動作（その４）を示す図である。
【０１０８】
　図１５（Ａ）に示すように、前記通信機器３０から受信された指定テキスト部分“Inve
ntors experimented … in the early typewriters.”が前記テキスト転送検索画面Ｇｆ
のテキストエリアａｔに表示され、前記辞書タグ［リーダース］ｄｔ１と検索方法タグ［
例文］ｓｔ３が選択されている状態で、前記指定テキスト部分に含まれる複数の単語（こ
こでは“in”“the”“early”）をユーザにより順番に指定ｕ１，ｕ２，ｕ３して指定表
示ｈ１，ｈ２，ｈ３させる。そして、ユーザにより［全表示］キーＤＡが選択ｕ４される
と、前記順番に指定された各単語“in”“the”“early”が指定表示ｈ１，ｈ２，ｈ３さ
れ、図１５（Ｂ）に示すように、前記指定順番(1)(2)(3)が付加されて表示される。
【０１０９】
　すると、前記選択中の辞書「リーダース英和辞書」や例文データベースから前記指定表
示ｈ１，ｈ２，ｈ３された順番で各単語“in”“the”“early”が出現する例文が検索さ
れ、当該例文検索に応じて前記同様に前記検索結果エリアａｋとプレビューエリアａｅが
更新されて表示される（ステップＡ２６，Ａ２８）。
【０１１０】
　なお、図１５（Ｃ）に示すように、前記指定テキスト部分に含まれる複数の単語“with
”“experimented”を順番に指定して指定表示ｈ１，ｈ２させた場合として示すように、
当該各単語の指定の順番を、前記指定テキスト部分の該当する単語に付加して表示する（
図１５（Ｂ））のではなく、同指定の順番に並べた単語“with experiment”を指定単語
枠ｂｗに表示させて示してもよい。
【０１１１】
　このような例文検索結果のプレビュー表示状態（図１５（Ｃ））にあっても、訳／決定
キーが操作されると、前記検索結果エリアａｋにおいて選択表示ｈｓされている例文“re
sults concordant with the experimental data”の説明情報が、前記プレビューエリア
ａｅではなく、前記見出し語検索の場合と同様の説明情報表示エリアＡＥ（図１３（Ｃ）
参照）として当該説明情報の全体が表示されるようになる（ステップＡ２９，Ａ３０）。
【０１１２】
　そして、前記辞書「リーダース英和辞書」から前記指定の単語“with experiment”に
対応する例文“results concordant with the experimental data”を検索した履歴デー
タが前記履歴データエリア１７ｄに登録される（ステップＡ３１）。
【０１１３】



(15) JP 2017-10409 A 2017.1.12

10

20

30

40

50

　図１６は、前記辞書端末１０における前記通信機器３０からの指定テキスト部分を受信
した後の連携処理に従った表示動作（その５）を示す図である。
【０１１４】
　前記図１３（Ｄ）で示したように、前記指定テキスト部分の文字列（単語）“typewrit
ers”が指定表示ｈされ、選択中の辞書タグｄｔ１に応じた辞書「リーダース英和辞書」
から選択中の検索方法タグｓｔ１に応じて見出し語検索されたテキスト転送検索画面Ｇｆ
において（ステップＡ１１～Ａ１６）、図１６（Ａ）に示すように、ユーザｕにより別の
辞書タグ［英和大］ｄｔ２が選択される。または、図１６（Ｂ）に示すように、辞書選択
キーＳＬをタッチ操作ｕ１してジャンプ辞書選択メニューＭｊを表示させ、当該メニュー
Ｍｊから［英和大辞書］をタッチ操作ｕ２して選択表示ｈｓ２させ、前記訳／決定キーを
操作する（ステップＡ１５（Ｙｅｓ））。
【０１１５】
　すると、前記同様に前記指定の文字列（単語）“typewriters”に対応した見出し語検
索が実行され、図１６（Ｃ）に示すように、前記選択された辞書「英和大辞書」から検索
された見出し語“typewriter”が検索結果エリアａｋに表示される。そして、当該見出し
語“typewriter”の説明情報がプレビューエリアａｅにプレビュー表示される（ステップ
Ａ１６）。
【０１１６】
　図１７は、前記辞書端末１０における前記通信機器３０からの指定テキスト部分を受信
した後の連携処理に従った表示動作（その６）を示す図である。
【０１１７】
　図１７（Ａ）に示すように、前記指定テキスト部分の文字列（単語）“typewriters”
が指定表示ｈされ、選択中の辞書タグｄｔ１に応じた辞書「リーダース英和辞書」から選
択中の検索方法タグｓｔ１に応じて見出し語検索されたテキスト転送検索画面Ｇｆにおい
て（ステップＡ１１～Ａ１６）、検索方法タグ［履歴］ｓｔ４が選択される（ステップＡ
２０（Ｙｅｓ）→履歴検索）。
【０１１８】
　すると、前記履歴データエリア１７ｄにおいて、前記選択中の辞書「リーダース英和辞
書」に対応付けられて登録されている検索履歴のうち、前記指定テキスト部分に含まれる
文字列（単語）からの検索履歴（ここでは見出し語“typewriter”“experiment”“Inve
ntor”“early”）が読み出され、図１７（Ｂ）に示すように、検索結果エリアａｋに一
覧表示される。
【０１１９】
　この際、前記検索結果エリアａｋに一覧表示させた各見出し語のうち先頭の見出し語“
typewriter”が選択表示ｈｓされ、その説明情報がプレビューエリアａｅにプレビュー表
示されている。
【０１２０】
　ここで、前記検索結果エリアａｋに一覧表示させた各見出し語“typewriter”“experi
ment”“Inventor”“early”の先頭には、チェックボックスが付加されており、図１７
（Ｃ）に示すように、前記選択表示ｈｓされた見出し語“typewriter”について、例えば
ユーザが既に覚えた単語であるとしてチャックキーＣＨがタッチ操作されると、該当する
見出し語“typewriter”のチェックボックスにチェックマークｃｈが付加される。
【０１２１】
　そして、前記履歴データエリア１７ｄに登録されている検索履歴の各見出し語にも、前
記チェックマークｃｈが付加されたか否かのチェックデータが対応付けられて登録される
。
【０１２２】
　図１８は、前記辞書端末１０において前記通信機器３０からの指定テキスト部分をテキ
ストフォルダに登録する場合の表示動作を示す図である。
【０１２３】
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　図１８（Ａ）に示すように、前記指定テキスト部分“Inventors experimented … in t
he early typewriters.”に対応した「リーダース英和辞書」からの検索履歴である各見
出し語“typewriter”“experiment”“Inventor”“early”を表示させた状態で、当該
指定テキスト部分を登録するために、図１８（Ｂ）に示すように、［登録］キーＲＥをタ
ッチ操作する（ステップＡ２１（Ｙｅｓ））。
【０１２４】
　すると、前記テキスト帳データエリア１７ｅに登録可能なテキストフォルダをユーザに
指定させるための保存フォルダ指定画面Ｇｒがタッチパネル付き表示部１５に表示される
（ステップＡ２２）。
【０１２５】
　前記保存フォルダ指定画面Ｇｒにおいて、［テキストフォルダ１］がユーザｕにより指
定されて指定表示ｈｓされると、図１８（Ｃ）に示すように、登録実行メッセージ「登録
します」ｍｒが表示される（ステップＡ２２）。
【０１２６】
　そして、訳／決定キーが操作されると、前記指定の［テキストフォルダ１］に前記指定
テキスト部分“Inventors experimented … in the early typewriters.”とその検索履
歴（チェックデータ含む）が対応付けられて、前記テキスト帳データエリア１７ｅに登録
される（ステップＡ２３）。
【０１２７】
　なお、ここでは、前記図１７（Ａ）～図１８（Ｃ）で説明したように、前記指定テキス
ト部分に対応する見出し語検索からの履歴検索において、当該テキスト部分を登録する処
理（ステップＡ２１～Ａ２３）について説明したが、前記指定テキスト部分に対応する例
文検索からの履歴検索において、当該テキスト部分を登録する処理（ステップＡ３３～Ａ
３５）についても、前記同様に実行される。
【０１２８】
　すなわち、ユーザ指定の［テキストフォルダｎ］に前記指定テキスト部分“Inventors 
experimented … in the early typewriters.”とその指定テキスト部分にて指定表示ｈ
させた文字列（単語）に対応する例文の検索履歴（チェックデータ含む）とが対応付けら
れて、前記テキスト帳データエリア１７ｅに登録される。
【０１２９】
　図１９は、前記辞書端末１０において前記テキストフォルダに登録した指定テキスト部
分を見る場合の表示動作を示す図である。
【０１３０】
　キー入力部１４のメニューキーの操作に応じて表示される各種の動作モードを選択する
ためのメニュー画面から［テキストフォルダ機能］の［テキストフォルダを見る］の項目
が指定されると（ステップＳ１３（Ｙｅｓ））、図１９（Ａ）に示すように、見たいテキ
ストフォルダをユーザに指定させるためのテキストフォルダ一覧画面Ｇｈがタッチパネル
付き表示部１５に表示される（ステップＳ１４）。
【０１３１】
　前記テキストフォルダ一覧画面Ｇｈにおいて、ユーザｕにより見たい［テキストフォル
ダ１］が指定されると（ステップＳ１５）、前記テキスト帳データエリア１７ｅで当該指
定の［テキストフォルダ１］に対応付けられて登録されているテキスト（前記指定テキス
ト部分）が読み出され、図１９（Ｂ）に示すように、登録テキスト一覧画面Ｇｈａとして
表示される（ステップＳ１６）。
【０１３２】
　前記登録テキスト一覧画面Ｇｈａにおいて、ユーザｕにより見たいテキストが指定され
て指定表示ｈｓされると（ステップＳ１７）、図１９（Ｃ）に示すように、当該指定され
たテキスト（前記指定テキスト部分（ここでは“Inventors experimented … in the ear
ly typewriters.”））が画面上段のテキストエリアａｔに表示される。そして、当該指
定テキスト部分に対応付けられて登録されている辞書（ここでは「リーダース英和辞書」
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）の検索履歴である各見出し語“typewriter”“experiment”“Inventor”“early”と
そのチェックデータが画面下段左側の検索結果エリアａｋに一覧表示される。更に、当該
検索結果エリアａｋに一覧表示された検索履歴の見出し語のうち先頭の見出し語“typewr
iter”が選択表示ｈｓされ、その説明情報が画面下段右側のプレビューエリアａｅにプレ
ビュー表示される（ステップＡ１８）。
【０１３３】
　なお、前記［テキストフォルダｎ］に登録したテキスト（指定テキスト部分）に対応付
けられた検索履歴の見出し語について、前記チェックデータとしてチャックマークｃｈが
付加されていない見出し語だけを前記検索結果エリアａｋに一覧表示させる［チェック無
表示］か、同チャックマークｃｈが付加されている見出し語だけを前記検索結果エリアａ
ｋに一覧表示させる［チェック有表示］か、全て表示させる［全表示］かを、ユーザによ
り予め設定する。これにより、前記検索履歴の各見出し語（単語）について、その重要度
や理解度等に応じてチェック有りまたはチェック無しで登録しておくことで、非常に効果
的な学習が行える。
【０１３４】
　この後、前記辞書タグｄｔ１～ｄｔ４が選択されたり、前記検索方法タグｓｔ１～ｓｔ
４が選択されたりして辞書検索操作がなされると（ステップＳ１９（Ｙｅｓ））、前記同
様にユーザ操作に応じた各処理が実行される。
【０１３５】
　図２０は、前記通信機器３０と辞書端末１０との連携処理に従った日本語テキストを対
象とした場合の表示動作を示す図である。
【０１３６】
　前記英語テキストの場合と同様に、図２０（Ａ）に示すように、前記通信機器３０によ
り取得されそのテキスト画面Ｇｔに表示されたテキストデータ“タイプライター … タイ
プ。”のうち、ユーザｕが調べたい複数の単語を含む範囲“指頭で… 実用化。”をタッ
チして指定表示ｈさせ、図２０（Ｂ）に示すように、［転送］キーＦをタッチする。
【０１３７】
　すると、前記同様に、今回指定表示ｈされた指定テキスト部分“指頭で… 実用化。”
が前記近距離無線通信機能の立上げられた辞書端末１０へ送信される（ステップＴ４，Ｔ
５）。
【０１３８】
　前記辞書端末１０では、前記同様の処理に従い、図２０（Ｃ）に示すように、前記指定
テキスト部分“指頭で… 実用化。”が前記テキスト転送検索画面Ｇｆのテキストエリア
ａｔに表示される（ステップＡ３，Ａ７～Ａ１０）。
【０１３９】
　この際、前記指定テキスト部分“指頭で… 実用化。”の先頭が日本語と判断されるの
で（ステップＡ７（Ｙｅｓ））、前記辞書データベース１７ｂに記憶されている日本語系
の複数の辞書（ここでは、「精日国辞書」「広苑辞書」「明国語辞書」「漢林辞書」…）
が検索対象辞書に設定される（ステップＡ８）。
【０１４０】
　そして、前記指定テキスト部分“指頭で… 実用化。”の先頭からの最長一致検索が辞
書タグ［精日国］ｄｔ１で選択中の辞書を対象に行われ、当該検索された見出し語“しと
う［指頭］”“いび［指］”“おゆび［拇・指］”…が前記検索結果エリアａｋに一覧表
示され、その先頭の見出し語“しとう［指頭］”に対応した説明情報が前記プレビューエ
リアａｅにプレビュー表示される（ステップＡ１１，Ａ１２）。
【０１４１】
　そして、前記テキストエリアａｔに表示された指定テキスト部分において、その先頭の
単語“指”が自動で指定表示ｈされる（ステップＡ１３）。
【０１４２】
　続いて、図２０（Ｄ）に示すように、ユーザｕにより辞書タグ［広苑］ｄｔ２を選択し
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た後に、図２０（Ｅ）に示すように、前記テキストエリアａｔに表示された指定テキスト
部分において、ユーザｕにより１または複数の単語を含む文字列“欧文タイプライター”
が指定されて指定表示ｈされた場合は（ステップＡ１４（Ｙｅｓ））、当該指定表示ｈさ
れた文字列に完全一致する見出し語“おうぶんタイプライター［欧文タイプライター］”
が検索され、当該検索された見出し語が前記検索結果エリアａｋに一覧表示される。そし
て同見出し語“おうぶんタイプライター［欧文タイプライター］”に対応した説明情報が
前記プレビューエリアａｅにプレビュー表示される（ステップＡ１６）。
【０１４３】
　すなわち、前記英語テキストを対象とした場合と同様に、前記日本語テキストを対象と
した場合でも、ユーザｕによる指定テキスト部分“指頭で… 実用化。”を前記辞書端末
１０に転送して前記テキスト転送検索画面Ｇｆのテキストエリアａｔに表示させた直後に
は、当該指定テキスト部分の先頭からの最長一致検索で見出し語“しとう［指頭］”“い
び［指］”…が検索され、その先頭の単語“指”が自動で指定表示ｈされる。この後、前
記テキストエリアａｔに表示させた指定テキスト部分“指頭で… 実用化。”の１または
複数の単語を含む文字列“欧文タイプライター”を指定表示ｈさせた場合には、当該指定
表示ｈさせた文字列に完全一致する見出し語“おうぶんタイプライター［欧文タイプライ
ター］”が検索されるようになる。
【０１４４】
　したがって、前記構成の通信辞書システムの辞書端末１０によれば、スマートフォンや
タブレット端末などの通信機器３０により取得されて表示されたテキストデータのうち、
ユーザｕにより指定された範囲の指定テキスト部分が前記辞書端末１０に受信されてテキ
スト転送検索画面Ｇｆのテキストエリアａｔに表示される。そして、前記テキストエリア
ａｔに表示された前記指定テキスト部分のうち、先頭の単語が自動で指定表示ｈされるか
、あるいはユーザｕによって何れか１または複数の単語を含む文字列が指定されて指定表
示ｈされる。すると、前記自動で指定表示ｈされた単語については、当該単語に対応する
見出し語がユーザ選択中の辞書から最長一致で検索されてその説明情報が表示される。ま
た、ユーザｕにより指定表示ｈさせた１または複数の単語を含む文字列については、当該
指定の文字列（単語）に対応する見出し語が前記選択中の辞書から完全一致で検索されて
その説明情報が表示される。
【０１４５】
　これにより、ユーザによって指定されたテキスト部分を受信し、当該テキスト部分のう
ち何れかの単語（含む複合語）を見出し語検索してその説明情報を表示することが可能に
なる。
【０１４６】
　また、前記構成の辞書端末１０によれば、前記通信機器３０から受信してテキストエリ
アａｔに表示させた指定テキスト部分のテキストデータと、当該指定テキスト部分の１ま
たは複数の単語を指定して見出し語検索した当該見出し語の検索履歴とを、ユーザｕによ
り指定したテキストフォルダに対応付けてテキスト帳データエリア１７ｅに登録できる。
【０１４７】
　そして、前記検索履歴の見出し語には、ユーザｕが当該見出し語の重要度や理解度等に
応じたチェックマークｃｈを付加して登録できる。
【０１４８】
　これにより、前記テキスト帳データエリア１７ｅのテキストフォルダに登録した指定テ
キスト部分と当該指定テキスト部分に対応する検索履歴の見出し語とを、ユーザｕの必要
に応じて読み出して表示させ学習することができる。この際、前記検索履歴の各見出し語
を前記チェックマークｃｈの有無に応じて選択的に読み出して表示させることもできるの
で、当該検索履歴の各見出し語をより効果的に学習できる。
【０１４９】
　また、前記構成の辞書端末１０によれば、前記テキストエリアａｔに表示された指定テ
キスト部分のうち１または複数の単語を指定し、当該指定された１または複数の単語を含
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む例文を例文データベースから検索して表示させることもできる。そして、この例文検索
の場合も前記見出し語検索の場合と同様にして、前記指定テキスト部分に対応付けた検索
履歴の各例文を前記テキストフォルダに登録することができる。
【０１５０】
　なお、前記各実施形態において記載した通信辞書システムによる各処理の手法、すなわ
ち、図４のフローチャートに示す前記通信機器３０による辞書端末連携処理、図５のフロ
ーチャートに示す前記辞書端末１０による情報表示制御処理、図６～図８のフローチャー
トに示す前記辞書端末１０の情報表示制御処理に伴う通信機器連携処理などの各手法は、
何れもコンピュータに実行させることができるプログラムとして、メモリカード（ＲＯＭ
カード、ＲＡＭカード等）、磁気ディスク（フロッピ（登録商標）ディスク、ハードディ
スク等）、光ディスク（ＣＤ－ＲＯＭ、ＤＶＤ等）、半導体メモリ等の記録媒体に格納し
て配布することができる。
【０１５１】
　また、前記各手法を実現するためのプログラムのデータは、プログラムコードの形態と
して通信ネットワークＮ上を伝送させることができ、このプログラムデータを、通信ネッ
トワークＮに接続された電子機器のコンピュータに通信部によって取り込むことで、前述
した通信機器３０と辞書端末１０との連携機能、当該通信機器３０との連携に基づく辞書
端末１０での辞書検索機能を実現することもできる。
【０１５２】
　本願発明は、前記各実施形態に限定されるものではなく、実施段階ではその要旨を逸脱
しない範囲で種々に変形することが可能である。さらに、前記各実施形態には種々の段階
の発明が含まれており、開示される複数の構成要件における適宜な組み合わせにより種々
の発明が抽出され得る。例えば、各実施形態に示される全構成要件から幾つかの構成要件
が削除されたり、幾つかの構成要件が異なる形態にして組み合わされても、発明が解決し
ようとする課題の欄で述べた課題が解決でき、発明の効果の欄で述べられている効果が得
られる場合には、この構成要件が削除されたり組み合わされた構成が発明として抽出され
得るものである。
【０１５３】
　以下に、本願出願の当初の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
【０１５４】
　　［１］
　見出し語と当該見出し語の説明情報とを複数組み対応付けた辞書データを記憶している
辞書記憶手段と、
　外部の通信機器においてユーザ操作に応じて指定されたテキスト部分を受信するテキス
ト部分受信手段と、
　前記テキスト部分受信手段により受信されたテキスト部分を表示部に表示させるテキス
ト部分表示制御手段と、
　前記テキスト部分表示制御手段により表示されたテキスト部分のうち何れかの少なくと
も１つ以上の単語を指定する単語指定手段と、
　前記単語指定手段により指定された単語に対応する見出し語を前記辞書データから検索
し、当該検索された見出し語の説明情報を前記表示部に表示させる説明情報表示制御手段
と、
を備えたことを特徴とする辞書端末。
【０１５５】
　　［２］
　前記表示されたテキスト部分と前記検索された見出し語とを対応付けて登録するテキス
ト部分登録手段と、
　前記テキスト部分登録手段により登録された前記テキスト部分と前記検索された見出し
語とをユーザ操作に応じて前記表示部に表示させる登録テキスト部分表示制御手段と、
を備えたことを特徴とする［１］に記載の辞書端末。
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【０１５６】
　　［３］
　前記テキスト部分登録手段は、前記検索された見出し語にユーザ操作に応じて付加され
るチェックマークを付けて登録するチェック付き見出し語登録手段を有し、
　前記登録テキスト部分表示制御手段は、前記チェック付き見出し語登録手段によりチェ
ックマーク付きで登録された見出し語を表示対象にするか否かを設定する表示対象設定手
段を有し、前記テキスト部分登録手段により登録された前記テキスト部分と前記検索され
た見出し語とを前記表示対象設定手段による表示対象の設定に従って前記表示部に表示さ
せる、
ことを特徴とする［２］に記載の辞書端末。
【０１５７】
　　［４］
　複数の例文を含む例文データを記憶している例文記憶手段と、
　前記単語指定手段により指定された複数の単語を含む例文を前記例文データから検索し
て前記表示部に表示させる例文表示制御手段と、
を備えたことを特徴とする［１］ないし［３］の何れかに記載の辞書端末。
【０１５８】
　　［５］
　前記単語指定手段は、前記テキスト部分表示制御手段により表示されたテキスト部分の
うち、先頭の単語を指定する第１単語指定手段を有し、
　前記説明情報表示制御手段は、前記第１単語指定手段により指定された単語に対応する
見出し語を前記辞書データから最長一致で検索する最長一致検索手段を有し、当該最長一
致検索手段により検索された見出し語の説明情報を前記表示部に表示させる、
ことを特徴とする［１］ないし［４］の何れかに記載の辞書端末。
【０１５９】
　　［６］
　前記単語指定手段は、前記テキスト部分表示制御手段により表示されたテキスト部分の
うち、ユーザ操作に応じて１または複数の単語を指定する第２単語指定手段を有し、
　前記説明情報表示制御手段は、前記第２単語指定手段により指定された単語に対応する
見出し語を前記辞書データから完全一致で検索する完全一致検索手段を有し、当該完全一
致検索手段により検索された見出し語の説明情報を前記表示部に表示させる、
ことを特徴とする［１］ないし［５］の何れかに記載の辞書端末。
【０１６０】
　　［７］
　コンピュータを、
　見出し語と当該見出し語の説明情報とを複数組み対応付けた辞書データを取得する辞書
取得手段と、
　外部の通信機器においてユーザ操作に応じて指定されたテキスト部分を受信するテキス
ト部分受信手段と、
　前記テキスト部分受信手段により受信されたテキスト部分を表示部に表示させるテキス
ト部分表示制御手段と、
　前記テキスト部分表示制御手段により表示されたテキスト部分のうち何れかの少なくと
も１つ以上の単語を指定する単語指定手段と、
　前記単語指定手段により指定された単語に対応する見出し語を前記辞書データから検索
し、当該検索された見出し語の説明情報を前記表示部に表示させる説明情報表示制御手段
、
として機能させるためのコンピュータ読み込み可能なプログラム。
【符号の説明】
【０１６１】
　１０　…辞書端末
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　１４　…キー入力部
　１５　…タッチパネル付き表示部
　１６　…ＣＰＵ
　１７　…記憶部
　１７ａ…情報表示制御プログラム
　１７ｂ…辞書データベース
　１７ｃ…テキスト部分データエリア
　１７ｄ…履歴データエリア
　１７ｅ…テキスト帳データエリア
　１８　…外部記録媒体
　１９　…記録媒体読取部
　２０　…近距離無線通信部（Bluetooth）
　３０　…通信機器（スマートフォン、タブレット端末など）
　３３ｂ…辞書端末連携処理アプリケーション
　４０　…Ｗｅｂサーバ（情報サーバなど）
　Ｎ　　…通信ネットワーク（インターネットなど）
　Ｇｔ　…テキスト画面
　Ｆ　　…転送キー
　Ｇｆ　…テキスト転送検索画面
　ａｔ　…テキストエリア
　ａｋ　…検索結果エリア
　ａｅ　…プレビューエリア
　ｄｔｎ…辞書タグ
　ｓｔｎ…検索方法タグ
　ｂｗ　…指定単語枠
　ＡＥ　…説明情報表示エリア
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